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研究要旨： 
目的： 平成28年度研究において、認知症患者の日常生活行為障害を明らかにするために作成した、「生

活行為工程分析に基づく ADL 評価モデル」を用いて、前頭側頭葉変性症（Fronto-Temporal Lobar 
Degeneration; FTLD）患者の日常生活行為障害が、どの行動工程にあるのかを明らかにする。 

対象：平成29年10月から12月までに、熊本大学医学部附属病院神経精神科 認知症専門外来に通院中の
FTLD 患者の主介護者。 

方法：同外来受診時に、作業療法士または精神保健福祉士が、主介護者に対して、我々が平成28年度本研究
総括研究において開発した「生活行為工程分析に基づく ADL 評価モデル」を用いて、日常生活動作を評
価する。評価を実施できたのは、8名で、疾患背景は、意味性認知症（ｓｖFTD）の患者であった。男性4名、女
性4名、平均年齢は70.0歳（Max 80 – Min 62 歳）、平均の MMSE 得点は15.6／30点（Max 26 – Min 1点）で
あった。 

結果： 基本的な生活動作である、排泄、食事はほぼ行為の立案、実施、完了の一連の行為がほぼすべての対
象者で可能であった。また、整容、入浴といった、自宅での日常生活活動についても、3/4程度の対象者は
行為を完了することができていた。一方、電話、調理、金銭管理といった、社会生活要素がかかわるひとまと
まりの行動では、実施できていたのは、対象者の半数以下となった。 

まとめ： FTLD 患者では、MMSE による評価で認知症が中等度となっても、基本的な生活動作そのものは保た
れており、一方で、社会活動にかかわる生活行為は著しく低下することが明らかとなった。このことは、認知機
能と日常生活活動が相関をもって低下していくアルツハイマー病の経過とは様相が異なる可能性が考えら
れ、他の認知症性疾患との比較検討が待たれる。 

 

A．研究目的 
平成28年度研究において、認知症患者の日常

生活行為障害を明らかにするために作成した、
「生活行為工程分析に基づく ADL 評価モデル」
（以下、生活障害評価表）（資料1）を用いて、
前頭側頭葉変性症（Fronto-Temporal Lobar 
Degeneration; FTLD）患者の日常生活行為障害
が、どの行動工程にあるのかを明らかにする 
 

B．研究方法 
【対象】 
平成29年10月から12月までに、熊本大学医学

部附属病院神経精神科 認知症専門外来に通院
中の FTLD（意味性認知症＝svFTD）患者8名の
主介護者。 
【分析方法】 
同外来受診時に、作業療法士または精神保健

福祉士が、主介護者に対して、我々が平成28年

度本研究総括研究において開発した「生活行為
工程分析に基づく ADL 評価モデル」を用いて、
直接対面による半構造化面接により、日常生活
動作を評価する。 
（倫理面への配慮） 
 通常の臨床現場において知りえた情報を活用す
ることについての包括的研究である「神経精神科
外来受診者における診療内容の解析研究」の一環
として、本人・主介護者に対して書面による説明
と同意を得たうえで実施した。また、個人が特定
されない形の匿名化を行い、分析した。 
 

C．研究結果（図１） 
男性4名、女性4名、平均年齢は70.0歳（Max 

80 – Min 62 歳）、平均の MMSE 得点は15.6／30
点（Max 26 – Min 1点）であった。 
（排泄）ほぼ全員で、トイレへ行き、用を足

してトイレを出るという一連の行動が
できていた。1例は、トイレから出る



 

 

のに、促しが必要と回答した。 
（食事）全員、食事をとって口に運び、食べ

るという行為はできていた。1例は食
べやすく整えることができず、1例は、
マイペースで食べるため、食事を適切
に終える、の項目で失点していた。 

（整容）3/4のケースで、実施が可能であっ
た。1例は、整髪やメイクの必要性が
ないと回答し、実施していなかった。
実施していたケースでも、メイクを塗
りすぎるなど、行為はできていても質
的評価が低い。 

 （入浴） ほぼ全員で、入浴できていたが、行程
を分析すると、「湯の温度を調節する」「体、
髪をあらう」「髪を拭く」の項目で、できな
いと回答したケースが目立ち、調節をす
るという“加減”“判断”を必要とする工程
や、「掛け湯をせずザブンと湯船につか
る」「体や髪をあらいたがらない」という質
的な低下を示唆する記載があった。 

 （電話） 電話をもったり、かけたり、受けたり、と
いう道具としての使用は半数のケースで
可能であった。しかし、電話の本来の目
的である、用件を伝える、コミュニケーショ
ンをとるという工程では、完遂できるケー
スはすくなくなり、行為障害そのものでは
ない要素が影響している。 

 （買い物） おおむね買い物の行程は可能であ
った。下位項目では、買い物カートを取る、
おつりの有無を確認するといった、マナ
ーや慎重さが要求される工程で、できな
いと回答するケースがみられた。また、自
由記載において、「同じものばかり買って
くる」「おつりはもらった分だけもらう（確認
しない）」「会計では、いつも1万円札を出
す」という、工程そのものというより、質的
変容がみられた。 

 （調理） 多くの対象者で調理はできなかった。
とくに、献立を考えたり、調味をととのえた
りするなどの工程はできなくなっている。
一方、できた料理を運ぶ、箸やカトラリー
を並べるといった工程は多くの対象者で
可能であった。 

 （家事） できていたのは、半数以下であった。
とくに、生活用品や寝具の管理や、家の
掃除、ゴミ捨ての判断などで、できないと
回答するケースが多かった。FTLD の症
候としての判断や意欲などの影響が考え
られる。 

 （服薬） 服薬はおおむねいずれの工程でも実
施が可能であった。しかし、不足分・余剰
分をどうしたらいいかといった、何らかの

判断を要する場面では、適切な対処が困
難であった。自由記載では、飲み薬に関
しては、自発的に時計で時間を確認しな
がら内服することができる、の記載もあり、
質的にもおおむね自立しているとおもわ
れる。 

 （金銭管理） できていたのは、対象者の半数
以下であった。金銭の管理、把握、取引
などの機能は早い時期から低下していた。
自由記載でも、決まった額しか支払わな
い、管理させていない、など、家族の介入
がもっとも多くみられた項目であった。 

 

D．考察 
基本的な生活動作である、排泄、食事につい

ては、行為の立案、実施、完了の一連の行為が
ほぼすべての対象者でできていた。また、整容、
入浴といった、自宅での日常生活活動について
も、おおむね3/4程度の対象者は行為を完了す
ることができていた。一方、電話、調理、金銭
管理といった、社会生活要素がかかわるひとま
とまりの行動では、実施できていたのは、対象
者の半数以下となった。質的評価の指標として
自由記載をみると、「行為そのものはできる」
あるいは「させていないができるとおもう」と
回答していても、判断や加減が必要な場面にな
ると、不適切な行為となる結果、家族が介入し
ていることが明らかとなった。多くは、「同じ
ものばかりほしがる」といった常同行動や、
「掛け湯をせずにザブンと湯船につかる」とい
ったマナーの欠如、「おつりを計算せずに、も
らったらもらったものだけもちかえる」といっ
た考え無精など、FTLD 特有の症候を背景とし
た行動障害であることが示唆された。このこと
は、アルツハイマー病患者が、MMSE などの認
知機能低下とともに、生活機能が徐々に低下し、
行為、工程そのものが低下していくこととは様
相が異なり、今回調査した MMSE 中等度の
svFTD 患者であっても、早期から何らかの質的
評価が必要であることを示している。FTLD 以
外の認知症との比較検討が、今後待たれる。 
また、今回我々の開発した評価尺度は、一つ

一つの工程ができているかの指標にはなりえた
が、FTLD の生活障害を評価するには、質的評
価の要素が不足しており、この点について、別
の評価尺度の活用が必要であると考えられた。 
 

E．結論 
FTLD 患者では、MMSE による評価で認知症

が中等度となっても、基本的な生活動作そのも
のは保たれており、一方で、社会活動にかかわ



 

 

る生活行為は著しく低下することが明らかとな
った。このことは、認知機能と日常生活活動が
相関をもって低下していくアルツハイマー病の
経過とは様相が異なる可能性が考えられ、他の
認知症性疾患との比較検討が待たれる。 
また、FTLD 患者の生活行為障害を質的に評

価できる評価尺度や指標の開発も、今後必要で
ある。 
 

F．健康危険情報 
なし。 
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（図1） 「生活行為工程分析に基づく ADL 評価モデル」による評価 

＊縦軸：各々の工程に対し、介護者が「できる」と回答した対象者の割合 

＊横軸：各工程（資料1参照） 
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（資料1） 「生活行為工程分析に基づく ADL 評価モデル」 評価表 
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対象者氏名        
 

MMSE            ／３０  
 

検査聴取者（夫・妻等）       
 
 

聞き取った人        
 

日付         



 

 

【排泄】 

 

排泄

評価 排泄の工程 下位項目 備考

①トイレの場所にたどり着く YES NO

②扉を開けて入る YES NO

③扉を閉める YES NO

①便器のフタを上げる YES NO

②下衣を下ろす YES NO

③便座を背にして腰を下ろす YES NO

①いきむ YES NO

②排出する YES NO

③出し終わるまで座っている YES NO

①トイレットペーパーを巻き取る YES NO

②巻き取った紙で清拭する YES NO

③拭いた紙を便器に入れる YES NO

①水洗レバー・ボタンで流す YES NO

②下衣を上げる YES NO

③手を洗って拭く YES NO

1-① 方向に迷わずトイレに行くなど、オリエンテーションの理解と遂行

1-② 扉の開け方の理解、操作性（押す、引く）

1-③ 排泄行為そのものの理解と遂行

2-① 便器の意味や用途の理解と遂行

2-② 排泄行為そのものの理解、はいている衣類を一人でおろす

2-③ 便器の意味や用途の理解、方向性の認識と遂行

3-① 息を止めて、下腹部に力を込めるなど、排泄の仕方の理解と遂行

3-② 適切な排泄コントロールができる

3-③ 出し終わったことを認識、理解できる

4-① トイレットペーパーの意味や用途を理解と遂行

4-② 汚れた箇所の理解、拭く意味の理解と遂行

4-③ 拭いた紙が汚物という理解、捨て場所の理解と遂行

5-① 汚物を流す意味の理解、ボタンやレバーの操作の理解と遂行

5-② はいていた衣類を一人で引き上げる

5-③ 手を洗う意味の理解と遂行
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5. トイレを出る

1. トイレに入る

2. 便座に座る

3. 用を足す

4. 後処理をする

 



 

 

【食事】 

食事

評価 食事の工程 下位項目 備考

①テーブルに着く YES NO

②食べたい料理を手前に寄せる YES NO

③料理に応じて箸・スプーンを手にする YES NO

①料理に箸・スプーンを入れる YES NO

②料理を一口大に形成する YES NO

③箸ではさむ・スプーンですくう YES NO

①料理を口元に近づける YES NO

②料理の匂い・温度を感知する YES NO

③口を開けて料理を入れる YES NO

①口を閉じて箸・スプーンを抜く YES NO

②食物をよく噛む YES NO

③食塊を飲み込む YES NO

①状況に応じた摂食スピード YES NO

②主食・副菜を適量に摂取する YES NO

③箸・スプーンを置く YES NO

1-① 自分の席の理解と遂行

1-② 食べ物としての認識、料理が何であるかの理解、好物、嫌いなものの認識、目的の料理にリーチする

1-③ 料理の形状から箸・スプーンを選択できる、箸・スプーンの意味や用途、操作の理解

2-① 目的の料理にリーチする

2-② 自分の口の大きさと口に入る食べ物の大きさの認識、食べ物のテクスチャーの理解、形成する力加減の理解と遂行

2-③ 食べ物のテクスチャーの理解、食べ物を把持する力加減の調整

3-① 食べ物としての認識、器から口元までの距離間隔の理解と遂行

3-② 嗅覚、温度感覚の維持、食欲の維持と遂行

3-③ 食べ物としての認識、自分の口の大きさと口に入る食べ物の大きさの認識、形状から開口の度合いを調節

4-① 食物と異物の認識と遂行

4-② 食べ物としての認識と遂行

4-③ 食べ物としての認識と遂行

5-① 食事環境の理解と遂行

5-② 適量の理解と遂行

5-③ 食事終了のサインという理解と遂行
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5. 食事を終える

1. 料理を選ぶ

2. 食べやすく整える

3. 料理を口に運ぶ

4. 料理を食べる

 



 

 

【整容】 

整容（身繕い）

評価 整容の工程 備考

YES NO

YES NO

YES NO

YES NO

YES NO

YES NO

①肌を濡らす・蒸らす ①ベースメイクをする YES NO

②シェーバー・剃刀で髭を剃る ②目・口元をメイクする YES NO

③剃り残しを確認する ③仕上がりを確認する YES NO

YES NO

YES NO

YES NO

YES NO

YES NO

YES NO

1-① 歯ブラシの意味や用途の理解、歯ブラシの置き場所の理解と認識

1-② 歯ブラシの操作の理解、歯の汚れや詰まりの認識（もしくは無意識に歯全体を磨いている）

1-③ 洗浄行為としての理解、洗面台の意味と用途の理解

2-① 水栓の意味や用途、操作方法の理解

2-② 手のひらをくぼませて水を溜める、洗顔行為の準備としての理解

2-③ 水で顔を濡らして洗う、洗顔の意味の理解

3-① 道具の意味や用途、使用方法の理解と遂行

3-② 鏡越しの手と顔の位置関係の理解、目と手の協調性と遂行、および道具の意味や用途、使用方法の理解

3-③ 仕上がりの理解（本人なりに納得できる仕上がり）

4-① 髪の毛をすく意味の理解と遂行、鏡越しの手と髪の位置関係の理解

4-② フケや汚れの認識

4-③ 仕上がりの理解（本人なりに納得できる仕上がり）

5-① ・爪切りの意味と用途の理解、道具の使い方の理解

5-② ・伸びている爪と皮膚の認識、道具の操作性

5-③ ・伸びている爪と皮膚の認識、道具の操作性

3. 髭剃り・化粧

4. 整髪

チェック
①歯ブラシを手に取る

②上歯・下歯を磨く

③口の中をゆすいで吐く

①水栓を開ける

2. 洗顔

洗
顔
か
ら
整
髪
、
目
的
に
応
じ
た
身
繕
い
。

基
本
的
な
保
清
の
自
立

①爪切りを使用できる状態にする

②両手の爪を切る

③両足の爪を切る

下位項目

①髪の毛をすく

②フケや汚れを払い落とす

③髪の形を整える

②水を手にとる

③顔を洗う

5. 爪の手入れ

1. 歯磨き

 



 

 

【入浴】 

入浴

評価 入浴の工程 下位項目 備考

①服の留め具を外す YES NO

②上衣を脱ぐ YES NO

③下衣を脱ぐ YES NO

①湯の温度を手で確認する YES NO

②湯の温度を調節する YES NO

③体にお湯をかける YES NO

①浴槽の縁をまたぐ YES NO

②両足を浴槽に入れる YES NO

③腰を屈めて湯に浸かる YES NO

①石鹸・シャンプー液を手にとる YES NO

②身体・頭髪を洗う YES NO

③泡を洗い流す YES NO

①足裏の水気をとる YES NO

②髪を拭く・乾かす YES NO

③身体を拭く YES NO

1-① ボタンやファスナーなど留め具の位置、外し方の理解と遂行

1-② 上衣の形状、脱ぎ方の理解と遂行

1-③ 下衣の形状、脱ぎ方の理解と遂行

2-① お湯の危険性の認識、安全な温度確認の手段の選択と遂行

2-② 水やお湯で埋める、追い炊きするなど、本人が望む温度調節の遂行

2-③ かけ湯の意味の理解、洗面器・シャワーの意味や用途の理解と遂行

3-① 浴槽の意味や用途の理解、認識。浴槽の深さに対する足の運び方の理解と遂行

3-② 浴槽の意味や用途の理解、湯に浸かるための行為という理解と遂行

3-③ 浴槽の意味や用途の理解、身体を沈ませる範囲の理解と遂行

4-① 石鹸・シャンプーの識別や用途の理解、使い方や操作の理解と遂行、置き場所の理解と遂行

4-② 石鹸・シャンプーの識別や用途の理解、泡の立て方の理解と遂行、身体や頭髪の洗い方の理解と遂行

4-③ 洗面器やシャワーの使い方の理解、遂行。注意機能の維持（流し残しがないか）

5-① 浴室と脱衣所の意味の理解、バスマットの意味や用途の理解、認識

5-② タオル、ドライヤーの意味や用途の理解、使い方の理解と遂行。乾き具合の認識

5-③ タオル、ドライヤーの意味や用途の理解、使い方の理解と遂行。乾き具合の認識

チェック

衣
類
を
脱
い
で
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脱
衣
と
清
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持
動
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の
自
立

4. 体・髪を拭く

1. 着ている服を脱ぐ

2. 掛け湯する

3. 湯舟に浸かる

3. 体・髪を洗う

 



 

 

【電話】 

電話

評価 電話の工程 下位項目 備考

①電話機を手にする YES NO

②通話ボタンを押す YES NO

③かけたい番号にかける YES NO

①電話機を耳にあてる YES NO

②出た相手を確認する YES NO

③用件を伝える YES NO

①会話を終了する YES NO

②電話機を耳から離す YES NO

③通話終了ボタンを押す YES NO

①呼び出し音に気づいて電話機を探す YES NO

②発信者を確認する YES NO

③通話ボタンを押す YES NO

①電話機を耳にあてる YES NO

②用件を尋ねる YES NO

③応答が成り立つ YES NO

1-① 電話機の意味や用途の理解と遂行

1-② 通話ボタンの位置と意味の理解、操作の理解と遂行

1-③ かけたい相手の認識、アドレス帳や電話のアドレス機能、短縮ボタンなど手段の選択と遂行

2-① 電話機の意味と位置の理解と遂行

2-② 通話相手の認識と遂行

2-③ 伝える用件の理解と伝達の遂行

3-① 用件が伝達されたことの理解と遂行

3-② 会話の終了の理解

3-③ 通話終了ボタンの位置と意味の理解、操作の理解と遂行

4-① 呼び出し音の意味や音の方向の理解と遂行

4-② 発信者の認識、着信音や液晶表示などで理解できる

4-③ 相手を認識した上で操作する、もしくは、通話したくない相手と認識して通話の操作をしない

5-① 電話機の意味と位置の理解と遂行

5-② 相手からの用件や目的を理解し、必要な要件か判断、遂行する

5-③ 用件と状況に応じて会話を続ける、もしくは終了させる

チェック

5. かけてきた相手と
話す

電
話
機
に
手
を
か
け
て
通
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し
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話
を
切
る
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に
対
応
で
き
る

1. 電話をかける

2. かけた相手と話す

3. 電話を切る

4. かかった電話に出
る

 



 

 

【買い物】 

買い物

評価 買い物の工程 下位項目 備考

①入店する YES NO

②買い物かご・カートを取る YES NO

③目的の売り場を確認する YES NO

①売り場の方向に行く YES NO

②人や陳列台をよけて行く YES NO

③目的の商品売り場に着く YES NO

①目的の商品を探し出す YES NO

②値段・ラベル表示を確認する YES NO

③商品を必要数かごに入れる YES NO

①レジに並ぶ YES NO

②提示額に見合った現金を出す YES NO

③お釣りの有無を確認する YES NO

①商品を受け取る YES NO

②袋に入れる YES NO

③出口に向う YES NO

1-① 店の種類の理解、購入したい商品の理解、入店する店の認識と遂行

1-② かご、カートの意味や用途の理解、使い方の理解と遂行

1-③ ・購入したい物の理解、売り場のオリエンテーション表示の意味や用途、指示の理解と遂行

2-① 売り場の方向の認識と遂行、地誌的見当識の維持

2-② 進行に対する障害物や危険物の認識、注意の配分、判断と遂行

2-③ 売り場の認識と遂行

3-① 購入したい商品の認識（形状・色・大きさなどのデザイン、メーカー）と遂行

3-② 購入可能な商品の認識（価格、消費期限、賞味期限）、判断と遂行

3-③ 必要とする購入数や量の認識と遂行

4-① レジ、列の意味の理解、遂行（並んで順番を待つ）

4-② 提示額の理解、紙幣と硬貨の意味、用途の理解。起算機能、お釣りが出る紙幣と硬貨の出し方の理解と遂行

4-③ お釣りが出ることの理解、もしくは、お釣りがないことの理解

5-① 支払い済みの商品であることの認識と遂行

5-② 購入物の確認と遂行

5-③ 出口の認識、買い忘れがないことの認識と遂行

チェック

入
店
か
ら
店
を
出
る
ま
で
。

対
面
式
の
店
で
目
的
の
品
物
を
現
金
で
購
入
す
る 5. 商品を持ち帰る

1. 店内に入る

2. 目的の売り場に行
く

3. 商品を選ぶ

4. 商品の代金を支払
う

 



 

 

【調理】 

調理

評価 調理の工程 下位項目 備考

①献立の料理手順を想起したり調べる YES NO

②必要な材料を探す YES NO

③材料・調理道具をそろえる YES NO

①食材を洗う YES NO

②食材を剥く、切る、つぶす YES NO

③食材に火を通す、温める YES NO

①料理に見合った調味料を選ぶ YES NO

②適量を入れる YES NO

③味見をする YES NO

①料理に見合った器を選ぶ YES NO

②人数分の器をそろえる YES NO

③器に見合った量をよそう YES NO

①食卓に料理を運ぶ YES NO

②料理を並べる YES NO

③箸・スプーンをそろえる YES NO

1-① 作りたい具体的なメニューの認識、その手順や材料、準備物の認識と遂行

1-② 必要な食材や調味料の数・量の確認と遂行

1-③ 不足分の認識、買い物に行く、配達してもらうなど調達手段の選択と遂行

2-① 材料の認識、汚れの認識、洗い落とす遂行性

2-② メニューの理解、調理道具の意味や用途の理解と選択、メニューにあわせた食材の形状加工の遂行

2-③ 危険物への注意の維持、分配。メニューにあわせた食材の加熱手段の理解と選択、遂行

3-① メニューの理解、必要な調味料の理解と選択

3-② 作る分量の理解、分量にあわせた調味料の量を理解、使用

3-③ メニューの理解、想定する味付けになっているか確認、遂行

4-① メニューや料理の形状の理解、料理の形状に合った器の理解と選択

4-② 作る量と人数の認識、人数分の食器の準備

4-③ 器の容量と料理の量の認識、遂行

5-① 器の重さや料理の温度への注意、遂行

5-② 配置する位置の理解と遂行

5-③ 料理の形態の認識、食事道具との組み合わせの理解と遂行

チェック

献
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5. 配膳

1. 献立を立てる

2. 食材の加工

3. 食材の調味

4. 盛り付け

 



 

 

【家事】 

家事（調理・洗濯以外）

評価 家事の工程 下位項目 備考

①使った食器や調理道具を洗う YES NO

②洗いものを拭く YES NO

③元の場所に戻す YES NO

①冷蔵庫の中身を把握している YES NO

②郵便物・請求書の整理と把握 YES NO

③季節に応じた衣類の入れ替え YES NO

①布団を上げる・ベッドメイキングする YES NO

②カバー類を定期的に取り替える YES NO

③布団を干す YES NO

①掃除機をかける・掃く・叩く YES NO

②拭く・磨く YES NO

③散らかった物を片付ける・元に戻す YES NO

①ゴミを分別する YES NO

②収集日に出す準備をする YES NO

③集積所に持っていく YES NO

1-① 食器や道具の汚れの理科と認識、スポンジや洗剤の意味や用途の理解、汚れや泡への注意の維持、洗浄道具の使い方の理解と遂行

1-② 注意の維持、遂行

1-③ 食器や道具を収納している場所の理解、遂行

2-① 内容物の記憶

2-② 配達物の認識、自分の物と他者のものとの区別、郵便物内容の理解、重要度の理解と整理・保管の遂行

2-③ 季節の見当識、衣類やカーテン、布団など収納場所の理解、入れ替え作業の手順の理解と遂行、洗濯・保管の遂行

3-① 布団、居室の意味や用途の理解、布団のたたみ方、整え方の理解と遂行

3-② 清潔の理解、布団とカバーの形状の理解、カバーの外し方やつけ方の理解と遂行

3-③ 布団の意味や用途の理解、天気など状況の理解

4-① 掃除道具の意味と用途の理解、使い方の理解と遂行

4-② 掃除道具の意味と用途の理解、使い方の理解と遂行

4-③ 分類収納している場所の理解と遂行

チェック

調
理
・
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濯
以
外
の
家
事
を
一
人
で
行
う 5. ゴミを捨てる

1. 食事の後片付け

2. 生活用品の管理

3. 寝具の管理

4. 家を掃除する

5-①ゴミの認識、ゴミの種類の理解、遂行
5-②日付の見当識
5-③日付の見当識、場所と位置の理解と遂行

 



 

 

【服薬】 

服薬

評価 服薬の工程 下位項目 備考

①服用の時間・タイミングを知っている YES NO

②外出先での時間・タイミングがわかる YES NO

③時間・タイミングがわかる手段をとる YES NO

①薬の置き場所を知っている YES NO

②定時の薬袋を取り出す YES NO

③決まった薬袋を開ける YES NO

①薬の形状を知っている YES NO

②薬の色を知っている YES NO

③薬の数・量を知っている YES NO

①水と一緒に飲む YES NO

②患部に貼る YES NO

③患部に塗る YES NO

①次の定時に服用する薬がわかる YES NO

②薬の不足・余剰がわかる YES NO

③不足・余剰に対処する YES NO

1-① 薬の意味と用途の理解、時の見当識の理解

1-② 薬の意味と用途の理解、時の見当識の理解

1-③ 薬の場所の理解、アラームやカレンダーの意味、使い方の理解。薬の意味と用途の理解、時の見当識の理解

2-① 薬の保管場所の理解

2-② 服用量の認識と遂行

2-③ 服用量の認識と遂行

3-① 薬の形状の理解、識別

3-② 薬の色の理解、識別

3-③ 薬の数や量の理解

4-① 正しい飲み方の理解と遂行

4-② 患部の位置と貼り方の理解、遂行

4-③ 患部の位置と塗り方の理解、遂行

5-① 服薬回数の理解、服用量・種類の理解

5-② 定量服用の理解

5-③ 正しい状況判断と遂行（病院や薬局，家族に相談できる）

チェック

定
期
的
に
定
量
を
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5. 残薬を確認する

1. 服薬の時間を守る

2. 決まった薬を出す

3. 定量を確認する

4. 服用する

 



 

 

【金銭管理】 

金銭管理

評価 金銭管理の工程 下位項目 備考

①必要額の硬貨を出す YES NO

②必要額の紙幣を出す YES NO

③正しい額のお釣りを受け取る YES NO

①食料・雑貨を購入する程度に使用する YES NO

②冠婚葬祭などの行事の支払い YES NO

③家賃・請求書の支払いに使用する YES NO

①生活費がどの程度必要か把握している YES NO

②貯蓄がどの程度あるのか把握している YES NO

③資産がどの程度あるのか把握している YES NO

①印鑑・通帳・カードの場所を把握している YES NO

②窓口で取引する YES NO

③ATMで取引する YES NO

①カードリーダーにかざす YES NO

②現金でチャージする YES NO

③残高を把握している YES NO

1-① 提示額の理解、硬貨の意味や用途、使い方の理解と遂行、計算の維持

1-② 提示額の理解、紙幣の意味や用途、使い方の理解と遂行、計算の維持

1-③ お釣りの有無の理解、計算の維持

2-① 数千円範囲のお金の使い方の理解と遂行

2-② 数千円範囲のお金の使い方の理解と遂行

2-③ 数万円範囲のお金の使い方の理解と遂行

3-① 1ヶ月の食費、光熱費、家賃、交通費など諸経費の大まかな理解、収入や貯蓄の理解

3-② 貯蓄額の理解

3-③ 保有資産の理解

4-① 現金取引に必要な道具の保管場所の理解、認識

4-② 窓口取引の手順の理解と遂行

4-③ ATM取引の手順の理解と遂行

5-① カードリーダーの位置把握，かざす操作の遂行

5-② チャージする端末の場所確認と操作の遂行

5-③ 残高を調べる方法を知っている

チェック
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で 5. 電子マネー（IC

カード）の利用

1. 現金を扱う

2. 日常での現金の使
用

3. 家計費の把握

4. 銀行・郵便局の利
用

 


